
 

令和 6 年度 教職課程自己点検評価報告書 

                      保育・教職課程委員長 門原 眞佐子 

 

１ 令和 6 年度教職課程自己点検・評価 

  本年度も昨年度（令和 5 年度）の課題を踏まえ，その改善に取り組んだ。本年度の取組と  

新たな課題について報告する。 

 

２ 令和 5 年度教職課程自己点検・評価による基準領域ごとの課題 

自己点検評価内容 課 題 

【基準領域１】 

教職課程に関わる教職員の共通

理解に基づく協働的な取り組み 

改組に向けて保育・教職支援課及び教務課と教職課程

委員，事務職員との協働体制を構築する。 

 

【基準領域２】  

学生の確保・育成・キャリア支援 

教職を担うにふさわしい学生が教職課程の履修を開

始・継続するための基準を設定する。（二種免許状取得

について） 

【基準領域３】  

適切な教職課程カリキュラム 

教職課程の質的向上のための FD 研修会，SD 研修会を実

施する。 

教員採用選考試験早期化に伴い，カリキュラムの検討

について協議する。 

  

３ 課題に対する本年度（令和 6 年度）の取組 

 【基準領域１】 

 ≪取組≫改組に向けて保育・教職支援課と教職課程委員，事務職員との協働体制を構築する。 

 〇内容 

  ・二種免取得に向けての教務課と教職課程委員（人文科学部 3 科 3 名と初等教育学科１

名）の協働的取り組みにより，ロードマップに従って，予定通り進めることができた。

（経過については，基準領域２に掲載 資料 1-1） 

  

【基準領域２】 

 ≪取組≫教職を担うにふさわしい学生が教職課程の履修を開始・継続するための基準を設定  

する。（二種免許状取得について） 

 〇内容 

  ・〔5 月 24 日〕第 1 回保育・教職課程委員会（6 月 5 日実施）に向けて保育・教職支援課，

教務課，委員長，副委員長で第 1 回準備会を開催した。ここでは，基準について（受講

を認める条件や人数制限等），タイムスケジュール，今後の取組等について協議した。

（資料 1-1 に掲載） 



 

  ・〔6 月 5 日〕第 1 回保育・教職課程委員会で準備会での案を提出。各学科の教職課程委

員が中心となり，カリキュラムの検討を行うことが確認された。（資料 2-1） 

  ・〔9 月 17 日〕第 2 回準備委員会では，二種免許状の取得に係るカリキュラムや履修要件

についての確認が行われた。（資料 2-2） 

  ・〔9 月 27 日〕第 2 回保育・教職課程委員会で承認を得た。 

・〔10 月 16 日〕関係学科会議で承認を得た 

・〔10 月 23 日〕関係学部教授会で承認を得た。 

・〔11 月 27 日〕11 月大学教育研究評議会で委員長が報告した。（資料 2-3） 

   

【基準領域３】 

≪取組≫・教職課程の質的向上のための FD 研修会，SD 研修会を実施する。 

・教員採用選考試験早期化に伴い，カリキュラムの検討について協議する。 

〇内容 

・教職履修カルテ電子化については，課題（担当者の複数化，履修中科目を反映させるこ  

となど）があり，目標としていた今年度実施はできなかったが，引き続き早い段階での 

実施を目指して教育開発センター，教務課，情報システム課など関係部署と協働しなが  

ら取り組むことが確認された。（資料 3-1） 

・令和 6 年度教職課程 FD 研修会を実施した。「 全国私立大学教職課程第 43 回研究大会」，

「2024 年度教職課程運営に関する研究交流集会」，「中国・四国地区私立大学教職課程

研究連絡協議会 2024 年秋季研究協議会」に参加した委員から報告があった。いずれも

文部科学省から通知された教員採用試験の早期化・複数化について現状が報告された。

それを受け本学の 3 年生受験者数が昨年度より 50 名増であることの報告がなされ，学

生の意識の高さやそれに伴うカリキュラムの検討について意見交換がなされた。同様に

保育職でも人物重視など採用試験の傾向が変化してきていることや公立園を受験する

学生が増加している現状が報告され，これまで以上に個々の学生に対応することの重要

性を確認した。（資料 3-１） 

・カリキュラムについては，3 年次受験を行う人文科学部の学生のために，カリキュラム

の検討を行う必要があるという課題が残った。次年度以降検討する。（資料 3-1） 

・小学校二種免許取得のため，「小学校教育実習 4 単位」を「小学校教育実習１ 2 単位」

「小学校教育実習 2 2 単位」とした。（資料 3-2） 

 

＜根拠となる資料・データ等＞  

・資料 1-1 

・資料 2-1 

・資料 2-2 

・資料 2-3 



 

・資料 3-1 

・資料 3-2： 2025 年度履修要覧 

 

 ４ 来年度（令和 7 年度）の課題  

自己点検評価内容 課  題 

【基準領域１】 

教職課程に関わる

教職員の共通理解

に基づく協働的な

取り組み 

〇人文科学部と教育学部の協働体制をより強化する。 

例：中等教育実習，介護等体験における担当者の協働と役割分担 

 

〇小部会による教職員同士の共通理解の場を設定する。 

例：新教育学部スタートに関わる以下の項目 

・保育職担当者間での実習やカリキュラムに関する理解 

  ・小学校・中学校担当者間での実習やカリキュラムに関する理解 

 

〇関係部署の協働により，教職履修カルテの電子化を実現する。 

【基準領域２】  

学生の確保・育成・

キャリア支援 

〇二種免許取得について，当該年次の学生に対する制度の周知及び希

望者の把握を確実に行う。 

 

〇二種免許状取得のための支援体制を強化する。 

 

〇1 年次・2 年次生の教職に対する意識向上を図るために，模擬試験 

の有効活用を図る。  

【基準領域３】  

適切な教職課程カ

リキュラム 

〇教職課程の質的向上のための FD 研修会，SD 研修会を実施する。（継 

続）  

例：よりよい教員を養成するために，岡山県教育委員会による第４次

岡山県教育振興基本計画（令和７～10 年度）における求める教員

像の説明会を開催し，養成に携わる教職員の理解を深める。 

 

〇教員採用選考試験早期化に伴い，カリキュラムの検討を行う。（継 

続） 

例：人文科学部 3 年次科目の見直しを図り，2 年次科目への移行につ 

いて検討する。 

 


